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オルフの理念の根幹である「音楽」「動き」「こ
とば」の三要素がどのように活動に用いられ
子ども中心の活動へ展開しているかを探る。
また“子ども中心”か“保育者主導”かが決
まると言っても過言でない「導入」の場面に
焦点をあて、分析することでより具体的な方
法を探りたいと思う。
１．研究目的及び方法
（１）研究目的
　子どもが主体となり展開していくための
具体的な方法をオルフの教育理念の根幹で
Elementare Musikにある「音楽」「動き」「こ
とば」の三要素がどのように用いられている
のかに注目することで具体的な展開がどのよ
うに行われているのか検討する。また導入場
面に限定することで、子ども中心の流れにす
るための保育者の導きをオルフ的な視点から
明らかにしたい。
（２）研究方法
　保育現場で行われたオルフの実践を取り上
げ、導入場面に限定することで、子ども中心
の流れを創り出す具体的な方法をオルフの理
論と実践の両面から考察し、その方法を明ら
かにする。
はじめに
　保育における音楽表現活動は子どもの育ち
に欠かせないものである。これまでの保育に
おいてその活動は保育者主体で行われる場面
が多く見られた。近年になり、表現結果を重
視するような指導を改め、表現のプロセスが
大切であり、子どもが自分なりの表現を楽し
んで行えるような保育が求められるように
なってきた。しかしながら、「『保育者主導型』
の音楽教育と、子どもの音楽活動中心型の音
楽教育の両極化」１）とも言われている。子ど
も中心型の音楽活動が広く浸透するよう、そ
の具体的方法について研究者や保育者によっ
て模索されているところである。
　先行研究２）では、保育者が主体でなく子ど
も中心となり展開される音楽活動が大切であ
るという考えを基にその考えに共通する事項
が 多 い カール・ オ ル フ（Carl Orff 1895～
1982）の音楽教育を取りあげ、活動事例から
子ども中心とし展開する具体的な方法を探っ
た。しかしながら、その活動について導入、
発展、まとめという大まかな流れの中での分
析に過ぎず、具体的な方法を十分に明らかに
することができなかった。
　そこで本研究では、オルフの活動事例から
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ルフは子どもが自然な姿でいる場面は遊びの
中にあると着目した。オルフが遊びに着目し
たのは子どもたちの音楽的な芽生えが「遊び」
の中に存在すると確信したからと言われてい
る。子どもは遊びの中で生活しているもので
ある。それが自然な流れであり子どもの生活
を豊かにするものである。この視点から音楽
活動を捉えると、遊びの中で音楽しているこ
とが自然であると言える。オルフは遊びとし
ての動きや言葉を活動に積極的に取り入れて
いることも特徴である。遊びとしての動きを
導入の段階で取り入れていることが多いため、
子ども自らのアイディアで動きの表現を考え
たりする場面が多く、自分なりの表現（自己
表現）へと導くのである。そういった流れで
進むため、子どもたちは学んでいるというよ
りも遊びの中で音楽していたという感覚を持
つのも特徴と言える。遊びの視点を生かした
内容を導入に盛り込むことで、子どもたちは
身近にある「言葉」を使ってリズムをつくっ
たり、身近にあるものや事柄をイメージし「動
き」で表現したりする。つまり、子どもにとっ
て遊びながら“探究”しているものである。
３．オルフ教育における「音楽」「動き」「こ
とば」についての捉え方
　ここではオルフの理念に基づく三要素につ
いて改めて考えてみる。
（１）音楽
　オルフの教育における音楽を探る上で重要
となるのが、『オルフ・シュールベルク　子ど
ものための音楽』５）である。シュールベルク
はオルフの理念やアイディアを盛り込んだ作
品集である。このシュールベルクを基に指導
者は音楽のアイディアを読み取るのである。
シュールベルクの楽譜上に表れる特徴の一つ
２．オルフの子どものための音楽とは
（１）Elementare Musik
　オルフは、エレメンタールという語を、要
素的、根源的、指導的と説明している３）。根
源的な音楽とはことばと舞踊と一体なもので
あった。つまり、このオルフの中心的概念で
あるエレメンタールな音楽、基礎的な音楽と
は決して音楽単独であるものでなく、「音楽」
「動き」「ことば」の統合されたものと捉えら
れ誰もが参加できる音楽である。誰もが参加
するということは誰かが進行役【ファシリ
テーター】になるのでなく、皆が主役である
ことがオルフの言うエレメンターレな音楽と
いうことになる。
（２）音楽が単独で存在しない意味
　また「音楽」「動き」「ことば」は分離され
考えられるのでなく、融合されたものであり、
特別なものでなく自然なことである。オルフ
は基礎的な音楽について以下のように述べて
いる４）。
　「基礎的な音楽は何かというと、それは決して音楽
単独ではあり得ません。そこにはかならず動作がと
もなうものであり、踊りと言葉がついているもので
あって、それはだれでもみずから演奏できる音楽で
あり、決してきき役にまわる音楽ではなく、弾き役
に加わる音楽なのです。～（略）～」
　つまり子どもにとって三要素が融合すると
いうことは特別なことでなく自然であり、内
なる表現を引き出すために影響を与える大き
な要素と言える。
（３）遊びの視点を生かした導入の工夫
　この三要素が一体となっていることが自然
であるというのがオルフの理念であるが、オ
― 269 ―
???????????????
オスティナート（ostinato）とは同じ音の高
さで一定のまとまった音型をたえず繰り返す
事である。決して難しい音型ではなく、子ど
もの身近な言葉を当てはめて楽しめるので容
易に楽しめる。オスティナートはメロディー
のリズム伴奏（打楽器等）になったり、木琴
や鉄琴といった旋律楽器による伴奏になった
りする。子どもにとって歌いながら楽器を奏
でることは容易ではないが、このオスティ
ナート伴奏に合わせて歌うことは子どもに適
していると考える。
　またオルフの音楽ではメロディーに用いら
れる使用音の数は段階を追って徐々に増やし
ていくように指導者が工夫する。１音から２
音、３音、４音へ、そして５音（ペンタトニッ
ク）へと発展していく。またペンタトニック
による木琴などの鍵盤楽器による即興演奏は
どの音を鳴らしても美しい響きとなるため子
どもたちも楽しんで取り組むことができる。
子どもたちの身近な言葉によるリズムオス
ティナートにメロディーを重ね、ボルドゥン
やその他伴奏を加えることで、はじめは単純
なリズムオスティナートの遊びが、いつの間
にか美しいアンサンブルへと発展していくこ
ともオルフ音楽の特徴である。
（２）動き
　オルフの動きの始まりは“舞踊”であった。
オルフの中心機関であるオルフ研究所におけ
る動き関係の講座はダンス以外に多岐に渡っ
ている。Bewegungとはダンス（舞踊）を含
めての人間すべての“動き”例えば、歩くこ
と、飛び跳ねること、首や手をまわす等の動
作をも意味している言葉と解釈できるだろう６）
と言うように、オルフの言う動きは多角的に
捉えることが必要である。子どもの動きで考
えると、そういった日常の動きに加え、生活
の遊びの中で多く発見することができる。例
えば日常にあるものになりきって動きで表現
したり、オルフの活動では特に導入における
動きを活用し、実践している。また空間の探
求といった動きを探求する場面も多く見られ
る。
　先行研究７）の中で筆者はオルフの「動きの
可能性」として次のように提案したので以下
に載せる。
・多角的に捉えることで広がる動きの表現
・遊びから生まれる運動としての動きの表現
・“動かす”でなく“動いてしまっている”
自然な動きとしての表現
・基礎的な表現力と自由な感性による表現が
重なることで生まれる動きの表現
・言葉のイメージから作られる動きの表現
・発想力を高め、探究から生まれる動きの表
現
（３）ことば
　オルフの教育でことばは言語のみならず音
声としても取り扱っており、その扱いは幅広
い。ことばは子どもたちにとって馴染みやす
い素材であり、オルフの教育に限らず「こと
ば遊び」は幼児教育の現場でよく用いられる。
　子どもたちの生活や遊びにみられるさまざ
まな「言葉のリズム」は、「音楽」のもっとも
エレメンタールな形として考えることができ
ます。そしてそれらは、いつも自然な身体の
動きを伴って存在するのです８）と言うように、
子どもにとって言葉とは動きと共に用いられ
ることがオルフ的な視点で捉えるならば自然
ということであろう。
　オルフの活動の導入期において「問答」遊
びが多々使用されるが、その場面でもことば
― 270 ―
????????????????????
「問」が来るか楽しみにしている様子である。
音程は高いコードへと上がっていく。それに
合わせて、手を合掌しオペラ歌手のように歌
う女児もいる。保育者は「○○ちゃん、素敵
ね。」と声をかけると他の子どもたちも真似
している。
　譜例２の３小節～４小節目に示したように
リズムを変化させた形で歌い問いかけたのに
対して、子どもたちが「答」で返し歌ったも
のである。その他リズムは変化していくが、
字余りになってしまう場面もあったが、保育
者の導きで直しつつことばのリズムを楽しん
でいた。
【場面Ⅲ】
　音に合わせて動き、音が止まったらストッ
プするストップ＆ゴーの活動である。音は四
分音符から八分音符になったり、付点のリズ
ムになったり変化する。音が止まったら二人
組や四人組と指示がある。譜例３は四人組に
なった際に保育者「Ｔ」が問い、子どもたち
「Ｃ」が真似をして答える。その後四人でそ
のお題に対して「動き」を考え、つくった。
お題は変化していく（太陽、せみ、雲、お花
等）。
　チームによっていろいろな動きが出ている
が、保育者はチーム毎の動きに対してコメン
トを入れるだけでなく、他の子どもたちにも
「○○くんの動きは何かな？」等、子どもた
ち皆に問いかけていた。
　譜例３で「Ｔ」が「みんなでつくろう。」
と問うと、○○が「なーに」と言った。保育
の持つリズムが生かされている。やや難しい
リズムであっても子どもたちの身近にある言
葉を用いることで容易に叩くことができるの
である。
４．活動事例についての検討
（１）活動事例
　ここで紹介する事例は日常の保育の中で行
われたオルフの活動である。今回は導入場面
に注目するため、導入での活動を以下に紹介
する。対象は５歳児である。
【場面Ⅰ】
　子どもたちの名前を呼ぶのを問答遊びにし
たものである（譜例１）。保育者が「問」で一人
の子どもが「答」、その他子どもたちが「皆」
である。これらは全て手拍子を伴い行う。順
番に名前を言っていくプロセスの中で、名前
の一文字のみ大きく言う（強弱の表現）子ど
もや、踊りながら自分の名前を言う等動きを
伴った「答」になる子どももいる。中にはフ
ルネームで答える子どももいる。保育者は見
逃さず「○○ちゃんの面白かったね。どんな
風に言っていたか覚えている？」と皆に問い
かけた。
【場面Ⅱ】
　歌に合わせて行う問答遊びである。「Ｔ」
が保育者で「Ｃ」が子どもたちである。譜例
２の１小節目～２小節目に示したように「み
なさん」「はーい」から始まり、同じ音程で「男
の子」「女の子」「すいか食べた人」等様々に
変化していく。子どもたちは次にどのような
譜例１
譜例２
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（３）考察
　方法として三要素「音楽」「動き」「ことば」
がどのように用いられているか場面ごとに抽
出し、分析する。
①音楽
　全ての場面で音楽が止まることなく流れて
おり、音楽が取り入れられた部分は全てと言
える。オルフの活動ではオルフ楽器であるバ
ス木琴を保育者が演奏することが多いが、保
育現場で行われていることからピアノ伴奏を
用いている。子どもたちは音をよく聴きなが
ら問答であれば一人ひとり“自分なりのリズ
ム”を探求している。保育者が音楽を自由自
在に変化させていくのに対して、子どもたち
が真似をしたり、新たな表現を探求したりし
ているのが分かる。子どもたちから出たアイ
ディアを即座に音楽に取り入れていたのも印
象的である。
　場面Ⅱで子どもたちから出たものが字余り
になり音楽の長さに収まらなかった際に、子
どもたちと一緒に考えつつ収まるように導く
姿は自然であり、保育者が作ったのでなく子
どもたちが作ったという感覚を損なわないよ
うにする援助が子ども中心の流れを感じさせ
るものであった。
②動き
　オルフの活動における動きは常に“探求”
であることを再確認できたように思う。場面
Ⅲは明らかに動きの探求であるが、それ以外
の場面においても子どもたちの行動に動きが
伴っていることが分かる。場面Ⅲでは、ストッ
プ＆ゴーの動きから子どもたちの探求は始
まっている。右往左往に空間を探求しており
（個による探求）、チームになってからは子ど
も同士で探求する（チームによる探求）へと
発展する。場面Ⅳにおいても個からペアへと
者はそれに対して、「○子が言ってくれたの素
敵だね。みんなでつくろうの後に言ってみよ
う」といい子どものアイディアを取り入れ実
践した。
【場面Ⅳ】
　タンバリン、カスタネットといった小打楽
器を用いた活動である。オルフの活動では手
足拍子といった身体で音を鳴らす活動から楽
器の活動へと発展することが多い。この場面
は楽器の活動へと発展する前段階の導入場面
である。シュールベルクに記載されている
テーマ曲に合わせて、手足拍子（譜例４）のオス
ティナートを行う。子どもたちが作ったダン
スを踊りながらテーマ曲を歌っている際、保
育者が譜例４の動きを始めた。「先生、皆と
違うことしていたけど分かったかな？」と問
いかける。「足と手でこんなことしていた」
と言う子もいる。一方で頭を振りだす子もい
て、それに対して「それ僕もやろうと思って
いた」と答える子もいる。その後、譜例４の
動きを皆で声を出しながら練習した。二人ペ
アになり、足を一人の子供が担当し、手を一
人の子が担当する遊びへと発展した。その際
にペア（子ども同士）で教え合う場面がいく
つかのペアで見られた。
譜例３
譜例４
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５．おわりに
　本研究ではオルフの活動事例から子ども中
心の基盤を築く導入期に焦点をあて、「音楽」
「動き」「ことば」の三要素から考察してきた。
この三要素は個々に存在するのでなく、融合
した形で用いられていることが確認できると
共に、各々の意味が多岐に渡り幅広い意味で
捉えることができた。
　オルフは指導者が何かを教え込むのでなく、
子どもたちが本来持っているものを引き出す
教育を考えたが、活動事例全体を眺めるとそ
の理念が十分生かされていた。
　子どもたち中心となり進めていくためには
子どもたち一人ひとりの表現を常に見つめ引
き出す姿勢が求められる。子どもたちにとっ
ては音楽で遊んでいる感覚であろうが、活動
を整理してみることで、‘聴く’という能力も
含め、バランス良く音楽基礎能力が培われて
いることが分かる。子どもたちの遊びには学
びの十分な可能性がある。そのことをオルフ
は教育理念、シュールベルクによるアイディ
アを通して伝えたのではないだろうか。
　今後は、導入段階に引き続き、オルフの活
動の発展段階に焦点をあて子ども中心となる
音楽表現活動の方法を模索したい。
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動きの探求が発展していく等といったオルフ
のスタイルを整理することができる。
　保育者による動きのアイディアの提案もあ
るが、動きについては子どものアイディアで
全て成り立っているように感じる。
　場面Ⅳであれば合奏の練習のようになり保
育者主導になりがちであるが、子どもたちに
まずその動きやリズムを発見するためによく
見るように促し、リズムと動きを理解できた
段階では子どもたち同士の遊びとして学べる
ようにしており、合奏の導入遊びとして学ぶ
べきものが多い。
③ことば
　譜例１、３ともに言葉のリズムを楽しむ問
答遊びである。オルフの活動ではこのように
子どもたちの普段使っている身近な言葉をリ
ズムとして用いる。その言葉のリズムをオス
ティナートリズムにあてはめて用いることで、
子どもたちはリズムを容易に打つことができ
るのである。
　導入におけるまねっこ（模倣）遊びで子ど
もたちはいろいろな言葉の抑揚を楽しみなが
らリズムを覚え、問答遊びでは子どもたちが
新たに覚えたリズムパターンなどを自然と用
いることで子どもたちの“自分なりの表現”
がつくられる。このように、模倣→問答が導
入の段階で遊びを通して行うことで、発展の
段階である即興表現やアンサンブルへと自然
に移行することができると言える。
　譜例４のような難しいリズムでも言葉（足・
手）を言いながら叩くことが自然である。今
回の活動事例を分析することで、言葉の使用
方法や言葉自体が多岐に渡っていることが新
たに発見できた。
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